
あひるぐみだより 
  ２月 

２０２２年２月１日 保土ケ谷保育園 

あひる組担任  

おねがい・おしらせ 

かわいいつぶやき♪ 
 

今月の活動 

今年度も残りあと２ヶ月を切りました。１日１日を大切に、今月もおもいっきり楽しんで過ごしたいと思い

ます。 

先月は、久しぶりの登園にソワソワしながらも、去年より一回り成長したくましさが感じられる子どもたち

でした！６日には幼児組さんと一緒に新年集会に参加しました。お兄ちゃんやお姉ちゃんの姿を見つける

と、嬉しそうに膝の上に座って、難しいお話（干支の紙芝居）を真剣に聞いていました！また、初めて見る

獅子舞には目を丸くさせていた子どもたちです。お部屋では、こまに触れ「キノコみたい」と集める子、こ

ま回しに挑戦する子…それぞれ楽しんでいました。こまが回ると「できたよ～♪」と大喜びしています。 

最近では、うさぎ組のお部屋へ遊びに行き、物珍しい玩具の目をキラキラさせています。お人形にミルクを

飲ませお世話をしたり、食べ物をテーブルに並べてお店屋さんごっこを楽しんだりしています。また、パズ

ルも友だちと「ここはどこかな」と悩みながら楽しむ様子も見られるようになりました。少しずつ、うさぎ

組に向かって成長しているのだと微笑ましく思って見守っています。言葉もぐ～んと増えたように感じま

す。自分の気持ちを伝えたり、身近な出来事を言葉で伝えようとしたり…友だち同士や保育者とのやり取り

を楽しんでいます☆ 

お散歩の行き帰りは、手を繋いで上手に歩けるようになってきました。もちろん、自己主張がはっきり出て

くる子どもたちは、「○○ちゃんがいい！○○先生がいい！」という声もあるのですが、片思いになってしま

ったり、三角関係になってしまったりと、思い通りにいかず悔しい気持ちを体験する姿もあります。小さい

ながらもいろんな感情や気持ちを体験しながら、成長をしている子どもたちです！（がんばれ～子どもたち

‼(^^)） 

・エプロンの汚れ物入れを、廊下のフックにお願いします（洋服の汚れ物入れと一緒に用

意して下さい。） 

・定期的に爪のお手入れをお願いします。（子どもの皮膚は薄いので、手が当たっただけ

でも傷がつくことがあります） 

・感染症が流行する時期です。入室の際、お子様と手洗いのご協力をお願いいたします。 

また、体調が思わしくない時は早めにお医者さんの指示を仰いで下さい。 

・友だちや保育者と手を繋ぎ、散歩を楽しんで

いこうと思います。 

・霜柱や氷など、冬の自然を見つけて触れてい

きたいと思います。 

・保育者の援助を受けながら、自分で身支度に

挑戦して自信に繋げていきます。 

♡散歩先で救急車が通ると「きゅうきゅうしゃー、お医者

さんごっこに行っちゃった」 

♡雨上がりの滑り台に氷が…「冷たいね！アイスみたい

だね♪」「○○ちゃんにもあげるね」とお友だちにも分け

っこ♪「ありがとう」とペコリとお友だち(^^) 

♡砂場で自分の手を埋めて…「見てみて！お手てがなく

なったよ♪」 

♡初めての雪をみて…「白い雨だ～」「違うよ～雲だよ」 

♡ハチの指人形をもって、「ぶんぶんぶ～ハチが飛ぶ♬」 

と歌いながら夢の中☆ 

＊子どものつぶやきに耳を傾けながら、これからも共感

をしていきたいと思います 


